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【
リ
セ
ッ
ト
】 

 
北
村 

薫
【
新
潮
文
庫
】 

 

 

《
日
記
を
書
い
て
い
る
間
に
あ
っ

た
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
》
と
い

う
の
は
、
実
は
、
お
父
さ
ん
の
、
生

ま
れ
て
初
め
て
の
真
剣
な
、
そ
し
て

不
思
議
な
恋
の
こ
と
な
ん
だ
。 

二
部
構
成
で
織
り
な
す
水
原
真

澄
と
村
上
和
彦
の
不
思
議
な
物
語
。

太
平
洋
戦
争
の
時
代
に
生
き
た
少

女
と
、
戦
争
が
終
わ
り
、
暮
ら
し
が

落
ち
着
き
始
め
た
頃
に
、
子
供
時
代

を
過
ご
し
た
少
年
。
時
代
も
場
所
も

違
う
二
人
は
不
思
議
な
運
命
に
導

か
れ
る
。 

 

  

   

北
村
薫
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
【
時
と

人
】
三
部
作
よ
り
、
前
回
の
テ
ー
マ

「
ス
キ
ッ
プ
」
に
続
き
、
今
回
は
「
リ

セ
ッ
ト
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

一
緒
に
運
命
の
旅
に
出
て
み
ま

せ
ん
か
？ 

未
読
の
方
も
、
講
師
の
中
村
先
生

が
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
下
さ

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
い
ら
し
て

下
さ
い
。 

◆
北
村

き
た
む
ら 

薫
か
お
る （

１
９
４
９
年
～
） 

 

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
生
ま

れ
。
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
卒
業
。

大
学
在
学
中
は
ワ
セ
ダ
ミ
ス
テ
リ

ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
た
。 

そ
の
後
は
母
校
で
あ
る
埼
玉
県

立
春
日
部
高
等
学
校
の
国
語
教
師

を
し
な
が
ら
覆
面
作
家
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
。
１
９
９
１
年
に
『
夜
の
蝉
』

で
第
４
４
回
日
本
推
理
作
家
協
会

賞
を
受
賞
。
こ
れ
を
機
に
、
素
性
を

明
ら
か
に
し
た
。
２
０
０
９
年
、『
鷺

と
雪
』
で
第
１
４
１
回
直
木
賞
を
受

賞
。 国

語
教
師
時
代
の
教
え
子
に
ラ

ー
メ
ン
ズ
の
片
桐
仁
、
演
劇
集
団
キ

ャ
ラ
メ
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
西
川
浩
幸

が
い
る
。
ま
た
、
高
校
・
大
学
を
通

し
て
の
後
輩
で
あ
る
折
原
一
や
、
ワ

セ
ダ
ミ
ス
テ
リ
ク
ラ
ブ
の
後
輩
で

あ
る
歌
人
、
藤
原
龍
一
郎
と
の
親
交

が
深
い
。 

※
参
考
文
献
と
し
て
、
「
タ
ー
ン
」
、

前
回
の
「
ス
キ
ッ
プ
」
を
取
り
上
げ

る
予
定
で
す
。 

 

【
講
師
】
中
村 

登
喜
子
先
生 

元
湘
南
学
園
小
学
校
教
諭 

在
職
中
よ
り
く
わ
の
実
に
関
わ
り
、

退
職
後
か
ら
現
在
ま
で
講
師
を
引
き 

受
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
丁
寧 

な
解
説
が
と
て
も
好
評
で
す
。

美
味
し
い
秋
の
味
覚
に
、
暑
さ
で
疲
れ
た
体
が
元
気
を
取
り
戻
す
こ
の

頃
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
下
記
の
通
り
読
書
サ
ー
ク
ル
「
く
わ
の
実
」

よ
り
定
期
読
書
会
の
お
知
ら
せ
で
す
。
食
欲
の
後
は
、
本
を
読
ん
で
心
穏
や

か
に
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 


